
 

 
倉敷市議会11月定例会は、平成22年度一般会

計補正予算案（約 32 億 9,200 万円）、条例案など

66 議案を議決しました。 

今議会においても、市民のみなさんの切実な願

いが実現しました。 

 

○子宮頸がん予防、ヒブ、小児用肺炎球

菌の３ワクチン接種が全額無料に！ 

実施はすでに始まっており、2011 年 3 月 31 日ま

で（今補正予算では）。国が半分助成し、倉敷市は

半分負担します。これらのワクチン接種無料化につ

いては、私も 2010 年 9 月議会で実施を求めていま

した。 

○職員のコンプライアンスを強化するため、「職務

執行適正化委員会」の設置が決まりました。 

○県立特別支援学校が2014年に倉敷市真備町箭

一般質問をおこなう末田正彦議員 
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10 月 3 日 第 25 回下津井節全国大会（児島文化ｾﾝﾀｰ） 

田地域に開校することが決まりました。また、2011 年

4 月には、箭田小学校に幼児の通級指導教室が開

設されます。 

 

しかし、問題点も．．． 

今後 10 年間の倉敷市の方向性を示す第 6 次総

合計画基本構想、また倉敷市の地球温暖化対策

実行計画には多くの問題点が．．（P4 に続く） 
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10 月 2 日 倉敷市立柳田幼稚園運動会 

11 月定例市議会で質問しました
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◇中小企業の振興と 

循環型の地域づくりを目指して◇ 

1.地域経済の活性化に、住宅リフォーム助成

制度の実施を 

地域経済の活性化に波及効果が大きい「住宅リフォ

ーム助成制度」の実施を求めました。 

末田正彦 「この制度は、住宅のリフォームを市内の

業者に依頼した場合、自治体が工事費の一部を施主

に助成するというもの。すでに全国175自治体で実施さ

れ（11 月 29 日現在）、住民も業者も大歓迎している。 

岩手県宮古市では、『総工費 20 万円以上の住宅リ

フォームに対して、一律 10 万円の補助』という制度で、

世帯数の約 1 割、持ち家所有者の約 6 人に 1 人が申

し込み、3 億 5,000 万円の予算規模。総工費は約 10

億 8,000 万円となり、経済効果は 4.5 倍、雇用情勢も好

転している。倉敷市でも実施してはどうか」 

藤井明文化産業局長は、「有効性の検証など検討

しているところ」と答えました。 

 

2.小規模工事契約希望者登録制度の積極的

な運用を 

この制度は、受注希望者が登録することにより、市が

修繕料で発注する 50 万円未満の小規模な工事につ

いて、個人あるいは小規模な事業者などの受注機会

の拡大を図り、地域経済の活性化に努めることを目的

としているものです。積極的な運用を求めました。 

 

 
11 月定例市議会、末田まさひこの一般質問から

 伊東香織倉敷市長は、 「中小零細業者の支援策の

一つとして有効であると考えている。市として、発注の

担当部署に対し登録制度の内容周知を図る。また中

小業者の方に対しても、登録について呼びかけるな

ど、登録制度の積極的な運用に努めてまいりたい」と答

えました。 

 

3.中小企業地域経済振興基本条例の制定で

地域の再生・振興を 

中小企業の振興を市政の重要な課題と位置づける

理念を定める基本条例の制定を求めました。 

末田 「政府は６月 18 日、中小企業憲章を閣議決

定した。憲章では『中小企業は経済を牽引する力であ

り、社会の主役である。国の総力を挙げて、どんな問

題も中小企業の立場で考えていく』と述べ、地域社会と

住民生活に貢献する中小零細企業と家族経営の重要

性を明らかにした。倉敷市には中小企業振興条例は

あるが、融資や補助金に関する内容が中心で、不十

分。今こそ、憲章を踏まえた基本条例を制定してはどう

か」 

藤井文化産業局長は、 「中小企業の発展を促進

するため、市内の中小企業者及び商工団体に対し必

要な助成を行い、本市の商工業の振興を図ることを目

的とした中小企業振興条例を制定している」と答える

にとどまり、基本条例制定については答弁を避けまし

た。 

10 月 24 日 倉敷医療生協児島支部健康まつり（児島民話通り）

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/

11 月 1 日 党市議団、来年度予算要望 

質問内容の一部を抜き出して編集 
2010 年 12 月 8 日登壇 



◇倉敷市住生活基本計画について◇ 

住宅は、生存と生活の基盤であり、憲法 25 条が保

障する生存権の土台をなすもの。住生活基本計画策

定にあたっての基本姿勢について質問しました。 

末田 「住宅政策を策定する場合には、負担可能な

費用で適切な住居を手にする居住の権利を明確にす

るとともに、行政の責務として、より適正・適切な、より満

足できるものを供給する義務を明確にすることが重要

だと考えるがどうか。 

また、住宅政策の根幹をなす市営住宅の供給につ

いては、住宅困窮世帯に対してのセーフティーネット対

策に矮小化されているように思える。市営住宅の応募

状況を見ると、今年度も現在２回の募集で 6.8 倍の高

倍率。倉敷市は、平成32年度時点の要支援世帯を約

1,500 戸と推計し、300 戸不足するとして市営住宅の供

給を、今後 10 年間で１年当たり 30 戸ずつふやす計画

になっている。応募の倍率からも、要支援世帯だけが

市営住宅に応募しているのではなく、広く市民の方が

求めているのは明らか。この供給目標は市民の要望に

見合ったものになっていないのではないか、見直しを

求める」 

松浦勝巳建設局長は、 「住宅政策の基本理念に

ついて、住まいは生活の基盤となるものであり、健康で

文化的な生活を営む上で必要不可欠なものと考えて

いる。市営住宅の供給目標戸数の設定については、

国が示している推計手法を用いて、要支援世帯数をも

とに算定している。今後、市内の要支援世帯の住宅需

要に対して適正な供給を図る」と答えるにとどまり、行

政の責務、現在の切実な住宅の要望については触れ

ませんでした。 

 

◇安心して利用できる 

介護保険制度を目指して◇ 

民主党政権がすすめる軽度者の介護保険サー

ビスからの排除、利用者への新たな負担増は許

さない！ 

末田 「政府は、調理、買い物、掃除など生活援助

中心の要支援１・２、要介護１など軽度の人は保険の対

象から外すか、利用料を１割から２割に倍増する、など

軽度者切りの方向を鮮明にしている。さらに保険料も

上がることになるとんでもない大改悪。 

倉敷市では、要支援、要介護認定者の数は、10 月

度で 20,842 人、そのうち 10,243 人、49％の方が影響を

受ける。市長は、この大改悪構想についてどう思うか」 

渡辺進一保健福祉局長は、 「国の動向を見守りな

がら、介護保険の健全な運営のため適切な財政措置

を講じるよう、引き続き国に要望する」と答えるにとどまり

ました。 
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11 月 9 日 党市議団行政視察（川崎市公害監視ｾﾝﾀｰ） 11 月 14 日 第 30 回岡山赤旗まつり（県総合ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ）

みなさんのご意見・ご感想をお寄せください。  sueda@mx7.kct.ne.jp TEL086-470-0662 FAX086-470-0668 
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・10/2  倉敷市立柳田幼稚園運動会 

・10/3  第 25 回下津井節全国大会 

・10/4  党市議団市内視察（真備支所、環境監視ｾﾝﾀｰ） 

・10/5  国民救援会「名張毒ぶどう酒事件」学習会 

・10/8 倉敷市戦没者追悼式 

・10/9,10 秋祭り（児島柳田八幡宮） 

・10/12 倉敷市船穂支所開所式／党倉敷地区委員会総会 

・10/13 建築士会児島支部役員会 

・10/14 児島地域安全推進大会 

    党市議団市政報告会（ﾏｰﾋﾞｰふれあいｾﾝﾀｰ） 

・10/15 倉敷市議会決算特別委員会傍聴 

・10/16,17  せんい児島瀬戸大橋まつり 

第 10 回地方自治研究全国集会（岡山大学）

・10/18 倉敷市議会活性化協議会 

・10/19 第 5 回倉敷市民ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ開会式 

・10/20 定例生活相談日／きずなの会対市交渉同席 

・10/21 党市議団市内視察（倉敷市民会館） 

・10/23 倉敷９条の会総会／倉敷民商赤崎支部総会 

・10/24 倉敷医療生活協同組合児島健康まつり 

・10/25～27 南部水道企業団議会行政視察 

・10/28 倉敷市議会総務委員会 

・10/29 第 30 回倉敷市児島地区栄養まつり 

・10/30 建築士会児島支部「国文際」参加 

・11/1  党市議団、来年度予算編成にあたり要望書提出 

・11/3  第 10 回児島中学校区老人ｸﾗﾌﾞｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ大会 

    倉敷市文化章受章者贈呈式 

・11/7  第 40 回児島武道館創立記念柔道大会 

・11/8,9  党市議団行政視察（埼玉県吉見町、川崎市） 

・11/10 水島地区石油コンビナート総合防災訓練 

・11/12 党地方議員団,岡山県備中県民局来年度予算要望

・11/14 第 30 回岡山赤旗まつり 

・11/15 倉敷市議会児島会 

・11/19 倉敷市議会総務委員会 

・11/21 第 44 回倉敷市児島市民運動会 

・11/22 倉敷市議会活性化協議会 

党市議団 11 月議会前懇談会（倉敷労館） 

・11/24～26 倉敷市議会総務委員会行政視察 

・11/28 瀬戸大橋開通 20 周年記念第 2回倉敷市児島・ 

坂出市対抗少年柔道大会 

・11/30 倉敷市議会 11 月定例会開会（12/16 まで） 

・12/8  末田正彦本会議一般質問登壇 

・12/11 「倉敷の農業問題を考える会」主催学習会 

・12/14 倉敷市議会総務委員会／党倉敷地区委員会総会 

・12/15 定例生活相談日 

・12/16 倉敷市議会 11 月定例会閉会 

・12/24 南部水道企業団議会第 3回定例会 

この間の主な参加行事、活動です（10～12 月） 問題あり！その１ 

今後 10 年間の倉敷市の総合計画 

倉敷市は、第 6次総合計画基本構想を今議会に提

案しました。それは、向こう 10 年間の倉敷市がめ

ざす将来像、まちづくりの理念、重要課題をあらわ

し、それに対応する基本的な取り組みの方向性を示

すものです。 

党市議団は、策定の段階から住民参加で行なった

ことに対しては一定の評価をするものの、 

①深刻な雇用問題への認識の甘さ 

②目途の立っていない鉄道の高架化を見通した

まちづくり 

③大企業中心の産業政策の推進 

④倉敷市の現状に切り込んでいない教育政策 

などの理由により基本構想に反対を表明しました。

 

問題あり！その２ 

倉敷市の地球温暖化対策実行計画

県の条例にもとづき、2010

年度から事業者が「温室効果

ガス排出削減計画」を県に提

出し公表されています。JFE

スチール㈱は 2012 年度に温

室効果ガスを 09年度の 1.27

倍、450 万トン増やす計画、

中国電力㈱は同 1.02 倍の 6

千トン増やす計画になっています。私は、「倉敷市

の 2012 年度の 6％削減目標はすでに崩れているの

ではないか」と指摘しました。物部健二環境リサイ

クル局長は、「10 年後の 12％削減については両社が

目標達成できるように指導する」と答えるにとどま

り、私の指摘に対しては明言を避けました。 

倉敷市の温室効果ガス排出の特徴は、産業部門が

81％、そのうち 9割が水島コンビナートからの排出

です。「削減のカギを握るのは大口排出源の水島コ

ンビナート企業ではないのか」と指摘し、大口排出

源企業と公的削減協定を締結することを強く求め

ました。 

末田まさひこホームページも、ぜひご覧ください HP アドレス http://www.kct.ne.jp/~jbeans/

2010 年 12 月 10 日撮影 


